
 
 

ＤＸを推進するに当たり、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、 
業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革する人材の育成方法を習得する。 

DX 人材育成の進め方 

受講料 
3,300 円 

（税込） 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 富山支部 

ポリテクセンター富山 生産性向上人材育成支援センター 

生産性センターHP 

☎：0766-28-6903   ✉：toyama-seisan@jeed.go.jp 

【推奨対象者】 ☆ 中堅層、管理者層 

【 受講内容 】 ① ＤＸリテラシーと業務改革 

 ② ＤＸ推進を担う人材 

  ③ ＤＸ人材の育成方法   ◆その他演習◆ 

・ＤＸを推進する内部組織を作りたい 

・社員一人ひとりがＤＸを自分事ととらえ、 変

革に向けて行動できるようにしたい 

・ＤＸを推進するために必要な人材が知りたい 

・ＤＸを推進するための職種と役割を知りたい 

・ＤＸ推進のスキルの習得方法を知りたい 

・人材育成方針を作成したい 

・ＤＸ推進における自社に合った組織体制を理解

する 

・社員がＤＸリテラシーを身につけることで、変革

に向けて行動できる 

・ＤＸ推進人材に必要な種類と役割を理解する 

・ＤＸ推進に必要な人材の確保について理解する 

・ＤＸ推進に必要なスキル、不足する人材の質と

量を理解する 

・ＤＸ推進に必要な人材育成方針を計画できる 

生産性向上支援訓練オープンコースのご案内 

（コース番号：23-16-12-126-030） 

開講日／令和 5 年 11 月 28 日（火） 

時間／９：3０～１６：3０ 
（昼食休憩１時間程度を含む） 

会場／北陸職業能力開発大学校 
（富山県魚津市川縁 1289-1）※無料駐車場 

 

定員／１5 名（最少催行人数６名） 

※先着順。定員になり次第締め切らせていただきます。 

申込締切日／11 月 14 日（火） 
※申込締切日を過ぎての受講希望についてはご相談ください。 

課題・目標  

コース概要 

課題解決・目標達成 



時間

合計 6h

コース名 ＤＸ人材育成の進め方

コース番号 ２３－１６－１２－１２６-０３０ 受講料 ３,３００円（税込）

日　程 令和５年１１月２８日（火） 時　間 ９：３０～１６：３０

概　要
自社内においてDXを推進するに当たり、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのも
のや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革する人材の育成方法を習得する。

■ＤＸ推進を担う人材

(1)DXリテラシーを身に着けた人材イメージ
・DX推進を行う場合に、いかにDX関連の技術が必要なのかをその時々によって異なること
を学習し、その技術がどこまで必要なのかを事例にて解説します
(2)推進役と各部門の連携
・プロジェクト推進にあたり、推進役がどにような立場で、どのような役割をもって活動してい
くのかを解説します。また推進役への権限や他部門との調整内容に関して解説します
(3)外部組織とに連携
・社内の人材だけではなく必要応じ、外部の企業等からの人材も取り入れながら推進してい
く知識と技法を解説します

【演習②】DXを推進するための人材をどのようにして探してくるのかをテーマとしてグループ
ワークで体験してもらいます。

2h

推奨対象者 中堅層、管理者層

実施機関 株式会社 東京ナレッジプラン

開催場所
北陸職業能力開発大学校（北陸ポリテクカレッジ）
〒937-0856　富山県魚津市川縁1289-1　　TEL　0765-24-2204

　カリキュラム内容

■ＤＸリテラシーと
　　　　　　業務改革

(1)DXリテラシー標準とは
・DXに求めれるスキルを整理し、その中でも標準とする項目を解説するとともに、業務改善
する時の知識と技法についても解説します
(2)DX推進に係る組織体制
・DX推進を行うための組織がどのようなことが求められ、どのようなことを活動してくのかを
簡単な事例をもとに解説します
(3)DX人材の確保
・DXを推進するために必要である人材の条件やその人材をどのように活用して推進して行
くのかを解説します
(4)筋道、根拠の明確化
・検討した解決策に至るまでの道筋やその解決策が有効である根拠を明確にするために、
何が大切かを説明する。

【演習①】事例を使いグループワークにてDX推進するための組織と人材確保を題材とした
内容を行います

2h

■ＤＸ人材の
　　　　育成方法

(1)推進役の育成
・社内の人材を探し、どのように育成していくのを解説します。また、育成時ポイントや心配
しないコツなどを経験を含めて解説します
(2)必要なスキル、不足する人材の質と量の明確化
・今いる人材にてスキルの有無を明確にする解説を行います
(3)リスキング
・推進するためリスクを明確にし、疎に対処を解説します
(4)育成方針の作成
・育成するために方針や計画を立て実施するの重要性を解説します

【演習③】サンプル事例をもとにDX人材育成の方針とその計画をグループワークで実施し
ていただきます。

2h

※上記内容は、諸般の事情で多少の追加や変更等がありますことを申し添えます。


